





























































































































言語聴覚療法学を専攻する学生の会話技法上の課題  ～会話への積極的な参加と話題の持続性を示す「あいづち + 情報要求」～
2　手続き






































ⅰ　 会話の展開の契機となる「あいづち + 情報要求」
成績上位群 5 名では全ての会話で「あいづち +
表 1　会話能力評価表（後藤ら，2014）
表 2　「あいづち + 情報要求」の出現数
あいづちのみ あいずち＋情報要求
上位 5 名
学生 A 31 7
学生 B 23 10
学生 C 33 14
学生 D 26 11
学生 E 27 7
下位 5 名
学生 F 18 3
学生 G 8 0
学生 H 16 0
学生 I 24 1














































































全体における該当箇所は 7 ～ 14 箇所であった。こ
れに対し成績下位群 5 名のうち同パターンを使用し
たのは 5 名中 3 名であり、会話全体における該当箇


















































































































































ⅱ　 会話展開の契機とならない「あいづち + 情報
要求」
ⅰで見た「あいづち + 情報要求」のパターンの
出現箇所が、成績下位群では上位群の 7 ～ 14 箇所
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